温泉街観光コース
行程、所要時間、交通手段については、地図上の凡例を参照。

ルート概要：
東のビジターセンターから西の中塩原まで行って帰ってくる、主に箒川に沿って塩原温泉を通るルートである。おすすめの立ち寄りスポットには、歴史的や文化的に重要な名所およびいくつかの温泉が含まれる。
見どころ：
塩原温泉ビジターセンター
ビジターセンターには、塩原の温泉、歴史、自然、地理に関する展示がある。近くには数か所のハイキングコースが交わっており、ビジターセンターは塩原渓谷遊歩道の起点となっている。

湯っ歩の里
塩原温泉の中心にあるユニークなデザインの足湯。円形の東屋の内側に沿って足湯が設置されており、中央の池を取り囲んで長く回廊状に廻っている。床から天井まである窓が内周に取り付けられており、その窓によって池と足湯が隔てられている。東屋の外周にはさらに別の窓が並び、足湯の利用者は、穏やかな内側の池の景色を眺めながら足を浸したり、外側の窓から周囲の景色を眺めることができる。
妙雲寺
妙雲寺は、1194年に尼であった妙雲（生没年不詳）により開かれた、禅宗臨済宗の寺である。文学者の石碑がこの寺の敷地に点在している。5月中旬になると、3,000を超える牡丹が寺の境内に咲く。

門前
門前として知られる妙雲寺に面した地域には、多くの温泉がある。門前は、何世紀にもわたって観光客に人気があり、観光客は、温泉に浸かったり、寺で開催されるお祭りやその他の催しを楽しみに訪れる。ここは、下駄のカタカタという音を聞いたり、綿の着物である浴衣を身に着けた人々を眺めるのに良い場所である。

古町
古町は塩原温泉の中心地であり、古町には多くの老舗旅館、レストラン、土産物店がある。トテ馬車と呼ばれる塩原の珍しい馬車がこの地域を走っている。ここは、塩原独特の料理であるとて焼きが食べられる場所でもある。とて焼きは、いろいろな物を詰めて包んだクレープである。

塩原もの語り館
塩原もの語り館は、特に1880年代から1930年代にかけて塩原を訪れた多くの作家の作品を紹介する歴史博物館である。ここは、温泉街観光コースの半ばで休憩をとるのに適した場所である。2階からは、箒川や紅の吊橋の素晴らしい眺めを望むことができる。「くれない」は「赤」を意味し、ここが紅葉の名所であることから、秋の赤い楓の葉に因んでつけられた。

